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OASIS UBL TC 中国・杭州会議参加報告

日程：2005年5月9日（月）～5月13日（金）

場所：Hangzhou Huagang HNA Resort（中国・杭州）

参加者：添付資料「Attendants of OASIS UBL TC Hangzhou Meeting」を参照

1． 総括

1.1　今回の中国・杭州会議の位置付け

(1) 会議の目標

· UBLの次期バージョンV2.0（2005年末ドラフト完成目標）に向けた活動範囲・方向を検討・決定する。

· UBL地域活動（中国，韓国，日本，スペイン，デンマーク）の報告，UBL普及戦略，対策の検討。

· UBLビジネスドキュメントの翻訳仕様書IDD（International Data Dictionary）（中国，韓国，日本，スペイン）のレビュー。

· 新しいビジネスプロセス・ビジネスドキュメントの検討。

(2) 参加者は，F2F（Face to Face）会議の参加者が11名，電話による参加者が2名の合計13名。通常のF2F会議に比較して参加人数が少なかった。氏名，組織，国は添付資料を参照ください。UBLの地域活動（LSC ，Localization Subcommittee)として，日本（JPLSC），韓国（KRLSC），中国（CNLSC，香港を含む），及びスペイン（ESLSC）が立ち上がっており，デンマークがLSC参加の候補である。今会議では，日本，韓国，中国，デンマークが参加した。UBLの地域活動は主にUBL利用者側の活動であり，UBL利用・普及に関する情報交換，対策検討・決定に成果があった。

1.2　日本からの貢献

(1) UBL JPLSC（Japanese Localization Subcommittee）の活動を説明した[FIS) 斉藤]。説明資料は添付資料「UBL JPLSC Report」を参照ください。

(2) 日本におけるビジネスドキュメント（EDI標準メッセージ）の調査結果から，UBLビジネスドキュメントの追加のニーズを説明した。次期UBLビジネスドキュメントの追加候補とした。

(3) 日本におけるUBL普及戦略を説明した。更に，今回の会議で得られた各種地域活動の情報を整理して，UBL普及ケーススタディとして纏めた。

1.3　今回の会議の主な成果・決定事項

(1) UBL地域活動の情報交換ができ，各国におけるUBL普及戦略に役立つ。

(2) UBLの次期バージョンV2.0のおおよその開発内容を検討した。大きな目標としてビジネスプロセス・ビジネスドキュメントを拡大する。

(3) 今後のUBL TCのF2F (Face to Face)会議の日程は以下となった。

· 2005年8月：オタワ（カナダ）

· 2005年12月：サンフランシスコ

· 2006年3月：ヨーロッパ，ホストを募集する。

1.4　感想

(1) ローカライゼーションの活動に関しては，中国，韓国，デンマーク，スペインの取組み方針の情報が得られて参考になった。

(2) 日本（JPLSC）からの説明・提案は，UBL活動に関しての大きな貢献になっている。

2． 　会議（OASIS UBL TC）の内容

2.1 UBL TC議長のJon Bosakのプレゼンテーション「Opening Plenary Overview」

(1) UBLの次期バージョンについて

· 次期バージョンはUBL V2.0とする。

· UBL V2.0の内容は以下。

· UBL V1.0のエラーの修正。

· UBL LSCからの提案のBIEの追加。例：ECALGA（JPLSC）

· UBL Business Documentの追加。例：Certificate of Origin

· IDA (EC)とOGC（UK）から提案のあったUBL Procurement Modelの追加。例：プレオーダーフェーズ（catalogue, request for quotation, quotation），ポストオーダーフェーズ（credit note, debit note, statement, remittance advice）

· 目標スケジュール：2005年末。

· UBL V1.0に対するBackward Compatibilityを守るようにする。

(2) UN/CEFACTとの連携

· UBLはUN/CEFACTと，UN/CEFACT Core Component Technical Specificationの実装に関して密接に連携して活動している。

· UN/CEFACT Forum Management Groupは，UBL V2.0のリリース後に，UBLをUN（国連）標準にするように申し入れてきた。

· これは，UBLをUN/EDIFACT, UNeDocs, UN Layout KeyのようなEDI標準にすることを意味する。

2.2 UBL地域活動（LSC）報告

2.2.1 CNLSC報告（Thomas Lee）

(1) DTTN活動（Digital Trade and Transportation Network）

· 9個の業界（Inspection Agencies, Banks and Financial institutions, Freight Forwarders, Government and its agencies, Sellers and Exporters, Insurance companies, Terminals, Buyers and Importers, Carriers）が参加している次世代EDIの活動。

· 香港における活動であり，香港政府が支援している。

· DTTNとしてBusiness Documentを開発している。UBLのコンポーネント（Data Type, Reusable, NDR）を利用している。

· 既に54個のBusiness DocumentのXML Schemaを開発している。

2.2.2 KRLSC報告（Sung Hyuk Kim）

· ECIF（Electronics Commerce Integration Forum，韓国政府のEC推進機関）におけるe-Document TCにてWGを実施している。

· UBL 1.0仕様・アプリケーションガイドラインを作成している。

· KIECが開発したXML DocumentとUBLを比較した。30%から40%のUBLのBIEがKIECのXML Documentにマッピングできる。KIECが開発したXML Documentは既に実用実績がある。例：韓国の鉄鋼業界は，KIECが開発したXML Documentを適用している。

· KCALSは，KRLSCから脱退した。

· KRLSCとしては，今後はKIEC（Korea Institute of Electronic Commerce）と連携するように進めている。

2.2.3 JPLSC報告（Yukinori Saito，日本）

· 「UBL JPLSC Report」によりJPLSCの活動全体を紹介した。

· 「Mapping Study from Japanese Major Business Document to UBL」により，ECALGAからUBLへのマッピング調査結果を説明した。

2.2.4 デンマークの報告（Mikkel Hippe Brun）

(1) UBLの適用

· デンマーク政府はUBLの採用を決定して，導入・立ち上げを推進している。

· 各種の業界のサプライヤは，UBL-Invoiceを公共機関に対して発行する。UBL-InvoiceはUBLサブセットであり，BIEの数は約40個。

· 40万社以上の企業がUBL-Invoiceを利用する予定。

· 従来の個別のEDIシステムがあるが，それらを捨てることになる。

· UBL-Invoiceを利用した実ビジネスは2005年2月から開始した。

· 今後，Invoice以外のBusiness Documentの採用を進める。

(2) 北欧におけるUBLの活動

· 2005年5月19日から北欧4カ国（イギリス，スウェーデン，ノルウェー，デンマーク）のe-ビジネス推進会議が開催される。

· この場でUBLを推進する予定。

2.2.5 ERLSCの報告（Tim McGrath）

· 流通と製造の業界で，UBLの活用を推進する。

· 従来EDIシステムはそのままで，中小企業のEDIを推進するためにUBLを導入する。

· UBLサブセットを利用する。XML Schemaレベルのカスタマイズは実施しない。

· Business Documentとしては，Invoiceを導入する。理由：Invoiceは最も重要なBusiness Documentである。

· 約200の企業がUBL Invoiceを利用するようになる。

· UBL Invoiceの導入を推進するために，UBL Invoiceのソフトウェアを開発する。

2.3 IDD（International Data Dictionary）のレビュー

· 今後，UBLのBusiness Document仕様を変更する場合は，解り易い変更履歴を示す。例：スプレッドシートの各行毎に変更履歴を記入する。

· 現在，IDD V1.0のTCドラフトが完成している。これをOASIS標準にする計画はない。IDDは参考資料の位置づけである。

2.4 Issue Listのレビュー

· Issue Listをレビューした。対策に関して，誤っていた記述があったので改訂した。

2.5 UBL V2.0に向けた仕様追加・改善の検討

2.5.1 Orderプロセスの前後のビジネスプロセスの追加（Tim McGrath）

· Orderプロセスの前後のビジネスプロセスとして，OGC（イギリス）とIDA（EC）からの提案があり，これを検討する。

· 以下のビジネスプロセスとビジネスドキュメントをUBL次期バージョン（UBL V2.0）に追加したい。

(1) Sourcing Activity

· Catalogue

· Request for Quotation：見積要求

· Quotation：見積

(2) Fulfillment Process

· Rectification Advice：改定通知

(3) Buyer’s Billing Process

· Self Billed Invoice

· Credit Note

· Debit Note

· Statement

(4) Seller’s Billing Process

· Invoice

· Debit Note

· Credit Note

· Statement

(5) Payment Activity

· Remittance Advice：送金通知

2.5.2 認証機能のビジネスプロセスの追加（Tim McGrath）

· 発注者と受注者を認証する機能が必要であり，シンガポールのCrimsonLogic社からの提案がある。

· 「Certificate of Origin」（COO）のビジネスドキュメントを追加したい。

· COOは，UNeDocsから認められている。

· 特に輸出入業務における発注者と受注者の認証で必要になる。

· 以下のBIEを持つ。

· CertificationOfOriginApplication (ABIE)

· Endorsment (ABIE)

2.5.3 日本からの新ビジネスドキュメントの追加ニーズ（斉藤）

· 資料「Japanese needs for additional business documents to UBL」と「Popular Business Documents in Japan」により，日本からの新しいビジネスドキュメントのニーズを説明した。

· 今回のUBL TC会議で，新しいビジネスプロセス・ビジネスドキュメントの追加が提案されているので，それらを加味しての追加の提案ビジネスドキュメントは以下である。

· Demand Plan

· Reserve Order

· Order Discontinuance

· Delivery Date Confirmation

· Delivery Date Response

· Delivery Instruction

· Inspection Information

· Receiving Check Information

· 次期UBLビジネスドキュメントの候補とする。

2.5.4 デンマークからの要求

· デンマーク政府は，UBL Invoiceの利用を2005年2月から開始したが，適用ビジネスドキュメントの拡大（例：Order）を検討している。

· 検討過程で，約120個の疑問と提案がある。これらを検討した。今後，Issue Listに載せる。

2.6 UBLスプレッドシートの再構築の検討

(1) 背景・狙い

· 現状のUBL Reusableに追加のABIEを追加すると複雑でハンドリングし難くなる。

· 理解し易い構造に再構築する。

(2) 再構築

· 現状のBIEスプレッドシートを以下の3種のレイヤーに再構築する。

· Business Document (Order, Response, Invoice, Others)：単独で使用されるABIEを含める。

· Common Procurement BIE：2種以上のBDで利用される，ビジネス文脈（Context）を持ったBIEとする。どこのDBからも利用されないビジネス文脈（Context）を持ったBIEも含める。

· Core BIE：ビジネス文脈（Context）を持たないBIEの集合体とする。

· 新しいビジネスプロセスとBDが出てきたら，Common BIEとして追加する。例：Common COO BIE。

2.7 UBL普及戦略の検討

2.7.4 日本におけるUBL普及戦略（斉藤）

· 資料「Deployment Strategies for UBL in Japan」にて，日本におけるUBL普及戦略を説明した。

· 東アジア圏における国際EDIにUBL採用の提案をした。

· 韓国（KELSC）の意見：KRLSCとしては興味がある。現状では，韓国の業界はUBL採用の興味がない。推進するには予算が必要。

· 香港の意見：香港には製造業が少なく，可能性が少ない。

· デンマークの意見：UBLを利用した国際取引の可能性がある。デンマークの製造業と日本の製造業間の国際EDIの可能性をデンマークで検討する。

2.7.5 UBL普及のケーススタディ（斉藤）

· 資料「Case Studies of UBL Deployment」により，UBL導入のケーススタディを説明した。

· 有用な資料との意見が多くあった。

· 一部の意見を反映して改善してUBL TCメーリングリストに配布する。（斉藤）

2.8 今後のスケジュール

(1) 仕様書開発・改善

· 2005年５月～6月：Issue Listの整備，スプレッドシートの再構築（V1.1）

· 2005年6月：新ビジネスモデル，ビジネスドキュメント（スプレッドシート）追加のドラフトの完成，NDR（Naming and Design Rule）の改善

· 2005年7月：XML Schemaの追加・改善

· 2005年8月：UBL TCオタワ会議で上記ドラフトの確認，改善

· 2005年末：UBL V2.0ドラフトの完成

(2) 担当

· Issue Listの整備：デンマーク（追加），他

· スプレッドシートの再構築：JPLSC（斉藤），6月3日まで

· NDR（Naming and Design Rule）の改善：Mavis Cournane
(3) 今後のUBL TC会議

· 2005年8月：オタワ（カナダ）

· 2005年12月：サンフランシスコ

· 2006年3月：ヨーロッパ，ホストを募集する。
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